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『a+a美学研究』は、美学の知をより多くの方々と共有できることを目指し

ています。新しい研究を紹介する学術雑誌としての櫨熊を保ちながら、美

学への理解を深めたい学生にとっても、芸術に興味のある読者にとっても、

知の道檬となるような特集をこれから組んでいきます。檜てられないように、

1冊の本のような価値のある冊子にしてゆきます。大阪大学美学研究室は、

この雑誌の編集にあたって、コミュニケーションの様態への関心から、知の

内容だけでなく知の形式についても反省をめぐらし、見出された知見がい

かに社会のうちに浸透していくのか、重要と思われる事柄がいかに社会の

うちに共有されるのか、美学の思考をそこまで駆り立ててみたいと思います。




